
将来を楽しく描けるまちに
松ケ原町（こぶしの里松ケ原）
　松ケ原地区住民が１年半前から準備を進めてきた
『こぶしの里松ケ原』。地区集会所で毎週土曜日に開く
直売所です。そのオープニングイベントに、地区内外か
ら200人を超える人が訪れました。地元産の野菜や加
工品をはじめ、手芸工芸品なども販売。記念イベントと
してウォークラリーも行われ、集会所付近を回る１㎞、
湯
ゆ

舟
ふね

の滝の見学を含む2㎞のコースで自然を満喫。
　自治会内の運営委員代表、平野早百合さんは「単なる
直売所ではなく、地区外の人には松ケ
原のことを知ってもらい、地区の人に
は住みよい将来を楽しく描けるまち
への一歩に」との願いを込めています。

11月20日　大竹高校体育館で挙行された創立100
周年記念式典は、生徒の和太鼓演奏で幕を開けまし
た。来賓や全校生徒を前に、生徒会長の伊舎堂翔さ
んは、「校訓の自主、協調、誠実、責任の精神で自らを
律し、さらなる発展を目指して活力ある高校を作り
上げていくことが私たちの責務」と力強く決意を述
べました。式典後は、ダンス部の踊りや吹奏楽部の
演奏が披露され、会場を盛り上げました。

11
月
10
日　
環
境
整
備
課
と
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社
が
玖
波
小
学
校

で
出
前
授
業
を
行
い
、
４
年
生
15
人
が
市
内
の
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。環
境
整
備
課
は
、デ
ー
タ
を
も
と
に
市
内
の
川
や
海
の
水
質
は
良

好
な
こ
と
を
説
明
。三
菱
ケ
ミ
カ
ル
は
、
汚
水
の
浄
化
を
オ
レ
ン
ジ

ジ
ュ
ー
ス
を
使
っ
て
実
験
し
て
み
せ
ま
し
た
。フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
と

透
明
な
水
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
果
汁
と
に
分
離
。子
ど
も
た
ち
は
興
味
深

そ
う
に
の
ぞ
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。授
業
の
後
は
、鳴
川
海
岸
の
砂
浜
を

清
掃
。環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

11月28日　玖波公民館で『KUBAポリスフェスティ
バル』が開催され、約170人が来場しました。イベン
トは新庄大竹警察署長の交通安全講話と渡部交通課
長のユーモラスな腹話術でスタート。その後、会場内
に設置された交通安全体験シミュレーターに挑戦。
３面のスクリーンを車が往来する横断歩道横断の疑
似体験や反射神経を測る機器に一喜一憂。最後は県
警音楽隊の演奏が会場に響き渡りました。

11月28日　アゼリアおおたけで、文化祭『芸能の
祭典』が開催されました。生涯学習グループ20団体
が活動の成果を発表する2年ぶりの場です。文化祭
実行委員会の三浦洋二委員長は、「コロナ禍で満足
に練習できない中、芸能分野が廃れる危惧があっ
た。呼びかけに応じてくれた団体に感謝します」と
あいさつ。合唱、吟剣詩舞、民舞、謡曲、洋舞などが出
演。大竹高校吹奏楽部も演奏し、花を添えました。

④はぶ草茶を購入。⑤大釜から湯気
が立ち込める。おいしい豚汁の出来
上がり。⑥厳島にまつわる伝説のあ
る高さ10数ｍの湯舟の滝をバック
に。

1松ケ原に住むベトナムからの技能実習生ホア
ン・ミン・トゥオンさん。「松ケ原は優しい人が多
い。ベトナムでは見ることがない紅葉がきれいで
す」。2こぶしの里松ケ原のイベント参加者で記
念撮影。3ウォーキングで山道を散策。
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イ
ベ
ン
ト
紹
介

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

と
き
１
月
14
日
㈮
10
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
３
▼
対
象
赤
ち
ゃ
ん
向
き
▼
定
員
約

５
組

親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

と
き
１
月
14
日
㈮
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
▼
対
象
１
歳
か
ら
▼
定
員
約
５
組

お
は
な
し
会

と
き
１
月
15
日
㈯
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
▼
対
象
幼
児
・
小
学
生
▼
定
員
５
組

程
度

※
イ
ベ
ン
ト
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

（
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
・
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

蔵
書
点
検
を
行
い
ま
す

　

１
月
25
日
㈫
か
ら
27
日
㈭
ま
で
蔵
書
点
検
を
行
う

た
め
休
館
し
ま
す
。（
１
月
28
日
㈮
は
月
末
整
理
日
）

展
示
コ
ー
ナ
ー

一
般
向
き 

和
風
が
心
地
よ
い

児
童
向
き  

ゆ
き
と
こ
お
り
の
せ
か
い

時
事
コ
ー
ナ
ー 

乾
杯
!!

図
書
館
の
コ
ー
ナ
ー
紹
介

　

テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
「
未
来
の
ジ
ブ
ン
の
つ
く

り
か
た
」
は
、
進
学
や
仕
事
に
つ
い
て
の
本
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
き
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
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●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなど
　は中止、または延期になる場合があります。

新 刊 案 内 ♠♦♣♥お と な 本
の♠♦♣♥こ ど も 本

の

「塞王の楯」

「ケルト人の夢」
マリオ・バルガス=リョサ／著

野谷　文昭／訳
（岩波書店）

「焚き火の作法」
寒川　一／著
（学研プラス）

「動物愛護ってなに？ 知っておきたい
ペットと動物愛護管理法」

浅川　千尋／監修
（ＰＨＰ研究所）

「マイロのスケッチブック」
マット・デ・ラ・ペーニャ／作
クリスチャン・ロビンソン／絵

石津　ちひろ／訳
（鈴木出版）

今村　翔吾／著
（集英社）

　チイのおばあちゃんは人気のお
花屋さん。おばあちゃんみたいなお
花屋さんになりたいと思っていたチ
イはある日、おかしな夢を見て…。
ダリア、コスモス、チューリップ。
大きな花畑で繰り広げられる、ふし
ぎなできごととは？

森　絵都／作
たかお　ゆうこ／絵
（岩崎書店）

「チイの花たば」

　決して破られない石垣を造ろうと
する石工の匡介。しかし、そこに立
ちふさがるのは、どんな守りも打ち
破るという彦九郎の砲。大津城を舞
台に、信念をかけた職人の対決が幕
を開ける。

クリスマスフォトスポット
今話題の寝相アートのクリスマス
バージョンを作りました。

本のリサイクル市の様子。

「ゆっくり読もう音読教室」の様子。

ティーンズコーナー常設展示
「未来のジブンのつくりかた」

イ
ベ
ン
ト
紹
介

ゆ
っ
く
り
読
も
う
音
読
教
室
（
連
続
3
回
）

と
き
９
月
22
日
㈬
、
10
月
27
日
㈬
、
11
月
24
日
㈬
、

各
回
10
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ
総
合
市
民
会
館
２
階
第

１
研
修
室
▼
対
象
65
歳
以
上
▼
定
員
約
10
人

楽
し
い
音
読
教
室
（
連
続
３
回
）　

と
き
９
月
22
日
㈬
、
10
月
27
日
㈬
、
11
月
24
日
㈬
、

各
回
14
時
〜
▼
対
象
成
人
（
年
齢
不
問
）
▼
と
こ
ろ

総
合
市
民
会
館
２
階
第
１
研
修
室
▼
定
員
約
15
人

歌
い
継
ぎ
た
い
愛
唱
歌
〜
国
立
国
会
図
書
館
歴
史
的

音
源
を
聴
く　

と
き
９
月
29
日
㈬
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
３
▼
対
象
成
人
▼
定
員
約
10
人

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

と
き
９
月
10
日
㈮
10
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
３
▼
対
象
赤
ち
ゃ
ん
向
き
▼
定
員
約

５
組

親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

と
き
９
月
10
日
㈮
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
▼
対
象
１
歳
か
ら
▼
定
員
約
５
組

お
は
な
し
会

と
き
９
月
18
日
㈯
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
１
階
お

は
な
し
の
へ
や
▼
対
象
幼
児
・
小
学
生
▼
定
員
約
５
組

※
各
イ
ベ
ン
ト
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

展
示
コ
ー
ナ
ー

一
般
向
き 

健
康
を
考
え
る

児
童
向
き  

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
い

す
き
！

時
事
コ
ー
ナ
ー  

ず
っ
と
一
緒
（
９
月
20
日
〜
26
日
は
動

物
愛
護
週
間
）
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